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第７６回国立民族学博物館運営会議議事要旨 

 

日 時  令和７年１０月１０日（金）１５：００～１７：４４ 

場 所  国立民族学博物館第１会議室 

出席者 

（館外） 岡田、木川、窪田、佐々木、高倉、富沢、水沢の各委員 

（館内） 島村、丹羽、野林、平井、福岡、三尾、山中の各委員 

（陪席） 關館長、須原管理部長、魚井総務課長、小野研究協力課長、藤本財務課長、 

小野企画課長、中山情報課長 

（事務局）小埜総務課課長補佐、河野総務企画係長 

 

議事に先立ち、福岡議長から、本会議は、国立民族学博物館運営会議規則第５条第１項及び

第３項による成立要件を満たしている旨の説明があり、総務課長から配付資料の確認があった。 

 

議 事 

 

１．会議の運営について 

（１）館長挨拶 

關館長から、第７６回国立民族学博物館運営会議（令和７年度第２回）開催にあたり、

挨拶があった。 

 

（２）前回議事要旨（案）の確認について 

福岡議長から、資料１に基づき、第７５回国立民族学博物館運営会議（令和７年７月１

８日開催）の議事要旨（案）の確認が行われ、原案どおり承認された。 

 

２．協議事項 

（１）教員人事について 

福岡議長から、資料２に基づき、人事委員会から提案のあった３件の人事案件（テニュ

ア付与１件、特任研究員（助教）の採用２件）について審議願いたい旨の説明があった。

続いて、選考委員会の主査から選考経過等について説明があり、審議、投票の結果、全件

承認された。 

 

（２）外国人研究員人事について 

平井委員から、資料３に基づき、外国人研究員候補者１名の受入について推薦理由等の

説明があり、審議の結果、受入が承認された。 

 

３．報告事項 

（１）人事異動について 

総務課長から、資料４に基づき、前回開催の運営会議以降の人事異動について、報告が

あった。 

 

（２）人事委員会について 

福岡議長から、資料５に基づき、令和７年９月１１日にメール開催、９月３０日にウェ

ブ開催された人事委員会について、報告があった。 
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（３）共同利用委員会について 

   平井委員から、資料６に基づき、令和７年８月２６日にメール開催された共同利用委員

会について、報告があった。 

 

（４）共同研究代表者の特別客員教員の受入れについて 

   福岡議長から、資料７に基づき、人事委員会から提案のあった共同研究代表者の特別客

員教員７名の受入れについて、報告があった。 

 

（５）国立民族学博物館の動きについて 

１）国立民族学博物館の最近の動きについて 

各委員等から、資料８から１４に基づき、以下の報告があった。 

・山中委員から、入館者数等について 

・福岡議長から、本館の活動状況について 

・平井委員から、学術交流協定の締結について 

・三尾委員から、総研大について 

・財務課長から、令和６年度決算報告及び令和８年度概算要求について 

・須原管理部長から、財政状況について 

 

  ２）国立民族学博物館をとりまく動きについて 

關館長から、資料１５に基づき、次の事項について報告があった。 

・開館五十周年記念事業推進委員会の設置について 

・みんぱくクラウドファンディング「1000 年の時を越える文化財。海を渡り日本へ」へ

の挑戦について 

・アブダビ・アラビア語研究センターからの寄附について 

・人間文化研究機構長裁量経費の配分の仕組みについて 

・人間文化研究機構将来構想について 

・国立民族学博物館将来構想について 

・本館展示「中国地域の文化」の更新について 

 

４．その他 

館外委員から寄せられた主な意見は次のとおりであった。 

・厳しい財政状況なので、間接経費の増収を見込み、民博として大型科研費を主宰し取得

を目指すべきと思う。 

・民博から祭祀承継者へ厨子甕を返還した内容も含まれる MBS ドキュメンタリー番組「奪

われた琉球遺骨」が再放送されること、またオーストラリア・シドニーにある AUSTRALIAN 

MUSEUM におけるアボリジニの彫像を巡る問題をゴールデンタイムの民放テレビ番組で

取り上げることから、日本においても、博物館と先住民との関係について一般の方の興

味が広がりつつあるように感じている。 

・（館外委員の）所属大学とサウジアラビア・キングサウード大学との連携過程が容易では

なかった経験から、アブダビ・アラビア語研究センターとの折衝が上手くいくことを祈

願する。 

・円安を背景に、海外渡航費、また海外からの招へい者旅費について金額の振れ幅が大き

いので、来年度の予算にどう影響するか心配している。 

・「みんぱくのディープなトリセツ」は大学生・大学院生・大学教員向けに民博を活用して

もらう良いブックレットであるし、一般来館者向けのサービスも多くある。さらに、よ
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り高次の知識を必要とする方へのコンテンツ提供や研修を主催することは需要があると

思うので検討してほしい。文部科学省は大学の学部と大学院修士課程の 5 年一貫教育を

制度化する方針を固めたが、大学と大学院を分けないで専門的な教育を施すことが各大

学にとっては大変難しいと思われる。「大学教育の充実-Good Practice-」を実施できる

ようリソースの不足する大学に民博が研修を提供することも、資金獲得には良い方法と

思う。 

・予算の大幅な削減があり、優秀な人材確保のため、特に非常勤職員の待遇改善を（館外

委員の）所属機構の本部へ働きかけている。一方で、その中でどういったターゲットに

訴求するかを考え、リブランディング事業（初めての方、若者、子どもへの働きかけ）

を始めた。デジタルネイティブの子ども世代に大事なことをどのように伝えていくかが

課題となっている。 

・民博は誰にリソースを出していくのかが気になっている。総合研究大学院大学は専門的

になりすぎているように思う。設置当初よりも就職率は下がってきているのではないか

懸念している。一方で（館外委員の）所属大学の大学院生は増えていて、社会人がスキ

ルアップのため、または定年退職者が学び直しのため入学され、研究者の育成というだ

けでは対応が間に合わないことがある。梅棹忠夫初代館長の言葉に「教養モンスター」

とあり、その言葉は今も生きていて、専門家だけを相手にしていてはいけない、と得心

した。民博においても、発信先を広げ、さまざまなコンテンツを使って、新たなサービ

スを提供してほしい。 

・クラウドファンディングの報告を受け、民博ファンを大切にしなければいけない、と思

った。 

・文化人類学に関心を寄せてもらえるよう高校生向けの講座もあると良いと思った。 

・寄附講座は寄附者の意向がでるため、進め方が難しいと実感している。 

・「国際卓越研究大学」としての活動では、URA（University Research Administrator）の

雇用を促進しており、大学院生の就職先として研究職だけではなくなってきていると感

じている。 

・（館外委員の）所属大学内の予算配分の基準は Top10%論文数とコーパスで、人文社会科

学系の学部は非常に厳しい状況にある。そのプレッシャーから思うところとして、人文

社会科学系の指標としては Top10%論文数とコーパスとは違うものがある、こういうもの

が大切であると、自然科学系とは異なる人文社会系の評価基準を、民博をはじめ人間文

化研究機構には文部科学省等へ訴え続けてほしい。 

・企画展「フォルモサ∞アート――台湾の原住民藝術の現在（いま）」の「∞」は何と読む

のかわからないけれど、レイアウトすることでメッセージになっていて、新鮮なインパ

クトを持っている。現代美術に力点をおくと、どういうデザイン広報をするかが最初で

最大の問題となるが、本展はデザインで伝えることができている。 

・東京国立博物館において、「内藤礼 生まれておいで 生きておいで」は特別 5 室で開催

された。会場には人が溢れるほどいて、コレクション展と相互作用が生まれているよう

だった。企画展を見て、現代的なものが、民博の黒川紀章氏の建築・空間の中に入ると、

思いもかけない何かを生み出すかもしれない、と、可能性を感じた。 

・特別展「舟と人類―アジア・オセアニアの海の暮らし」は今までの特別展の空間の使い

方の中で最も軽やかで、窓を開け放ったような、海の広がりのような良いものであった。 

・内藤礼氏が東京国立博物館に教えたことは、渡辺仁設計の古い建物をそのまま見せれば

よい、ということだった。民博にも、優れた現代アーティストと組む選択肢はあると思

う。グループではなく大胆に一人の芸術家に任せる。そうすると、その芸術家がこの空

間をどう思っているかがはっきりとわかり、まったく違う空間に見えてくる。次のトラ
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イアルかなと思う。 

・将来構想を考えるとき、人文社会科学で大きな課題になっているのが、データサイエン

スや AI を大学教育にどのように取り組むか、である。（館外委員の）所属大学の教育体

制の将来構想を考えている際にシンギュラリティ論に対応すべきかどうかが、一つの議

論のポイントとなった。民博が将来構想を考えていく中で、現代のこのような課題をど

のように考えていくのか、関心がある。 

・開館 50 周年を一つの区切り、再出発点として将来構想を検討してほしい。 

・民博に関心を持っている一般の方が多くいるので、潜在的にはクラウドファンディング

はかなりの可能性があると思う。「All in 型」「All or Nothing 型」をうまく使い分けて、

代替予算を獲得することを検討していくのが良いと思う。 

・民博にムスリムの礼拝室を設置したり、食堂にハラール食を取り入れたりするのも良い

と思う。アブダビ・アラビア語研究センターからの寄附については、お互いにうまく協

力できることを祈願している。 

 

以 上 


